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筆
者
が
気
付
い
た
の
は
美
馬
市

穴
吹
町
口
山
・
白
人
神
社
前
の
山

頂
に
あ
る
「
五
社
三
門
」
遺
跡
を

見
て
い
た
か
ら
。
こ
こ
の
案
内
板

に
は
「
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
」

と
い
う
変
な
説
明
が
あ
っ
た
。
白

人
神
社
は
台
風
11
号
に
よ
る
強

風
で
杉
の
木
が
倒
れ
鳥
居
が
崩
壊

し
て
い
る
。
こ
の
強
風
で
「
五
社

三
門
」
へ
の
石
段
も
倒
木
で
塞
が

れ
て
し
ま
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
。

　
さ
て
、
今
回
の
山
口
県
長
門
市

行
は
鳴
門
に
集
合
、
岡
部
晃
司
さ

ん
の
運
転
で
出
掛
け
た
が
、
山
陽

自
動
車
道
経
由
で
往
復
９
７
２
キ

ロ
だ
っ
た
。
途
中
、
福
山
か
ら
下

松
ま
で
１
時
間
余
り
運
転
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
常
日
頃
、
時
速
１
０

０
キ
ロ
で
運
転
す
る
事
な
ど
な
い

の
で
、
気
分
爽
快
だ
っ
た
。
し
か

し
、
途
中
で
最
高
時
速
１
３
０
キ

ロ
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
７
月
19
日
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
日
曜

　

劇
場
で
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
」
が

放
映
さ
れ
て
い
る
。
茶
店
友
達
か

ら
週
刊
現
代
２
０
１
５
年
８
・
８

日
号
を
貰
っ
た
。
そ
の
特
集
に
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
村
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
モ
デ
ル
は
能
登
半
島
の
付
け

根
に
あ
る
石
川
県
・
羽
咋
市
役
所

勤
務
の
高
野
誠
鮮
氏
だ
っ
た
。
彼

は
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ

せ
た
男
」
の
著
者
で
、
ナ
サ
か
ら

宇
宙
飛
行
船
を
タ
ダ
同
然
で
借
り

受
け
て
、
宇
宙
科
学
博
物
館
「
コ

ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
」
を
作
り
上
げ

た
。
伊
吹
山
の
嶋
野
夫
妻
の
案
内

で
３
年
前
の
８
月
17
日
、
羽
咋

市
を
訪
れ
高
野
氏
と
懇
談
し
た
。

こ
の
時
、
林
博
章
先
生
が
剣
山
系

の
美
し
い
集
落
の
風
景
や
祭
り
の

写
真
を
高
野
氏
に
見
て
も
ら
っ
た
。

彼
が
「
世
界
農
業
遺
産
間
違
い
な

し
」
と
太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ
、

そ
の
後
の
励
み
に
な
っ
た
。
人
の

出
会
い
の
不
思
議
を
感
じ
て
い
る
。

　
８
月
７
日
、
東
京
か
ら
つ
る
ぎ

　

町
一
宇
に
移
住
し
た
町
田
　
介
さ

ん
の
依
頼
で
、
旧
知
の
阿
南
市
辰

巳
町
、
藤
崎
電
機
・
藤
崎
稔
会
長

を
訪
ね
た
。
町
田
さ
ん
は
つ
る
ぎ

町
で
小
規
模
水
力
発
電
を
手
掛
け

て
お
り
、
発
電
量
を
増
や
す
う
え

で
の
相
談
だ
っ
た
。
藤
崎
電
機
（
藤

崎
耕
治
社
長
）
は
山
陽
小
野
田
市

の
企
業
団
地
へ
、
竹
を
主
な
燃
料

と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建

設
す
る
。
藤
崎
会
長
が
同
市
の
出

身
で
あ
る
こ
と
や
全
国
第
４
位
の

竹
林
面
積
を
持
つ
こ
と
な
ど
か
ら
、

７
月
同
市
と
進
出
の
調
印
を
交
わ

し
た
。

　
竹
は
２
㍍
に
揃
え
、
４
つ
に
割

り
水
に
浸
け
て
灰
汁
抜
き
を
し
て

納
入
し
て
も
ら
う
。
一
人
で
１
日

50
本
は
作
業
が
で
き
る
。
所
有

者
に
は
１
本
20
円
、
作
業
者
に

は
１
本
２
８
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
支

払
う
。
竹
林
の
跡
地
利
用
な
ど
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
こ
れ
だ
と
人

を
呼
び
込
め
る
の
で
な
い
か
と
見

て
い
る
。
会
長
と
は
何
十
年
も
前

か
ら
の
知
り
合
い
で
、
元
気
に
頑

　　

張
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
嬉
し
く

な
っ
た
。

　　
８
月
11
日
、
愛
工
房
（
宇
和

島
市
吉
田
町
）
の
招
き
で
宇
和
島

か
ら
渡
船
に
乗
り
込
み
、
宇
和
海

の
日
振
島
へ
行
っ
た
。
宇
和
島
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
愛

工
房
の
新
入
社
員
た
ち
で
、
80

㍍
の
山
上
に
あ
る
藤
原
純
友
の
碑

周
辺
を
清
掃
す
る
事
。
山
登
り
に

弱
い
筆
者
と
巨
体
の
愛
工
房
丁
井

俊
社
長
が
ビ
リ
を
競
い
な
が
ら
汗

び
っ
し
ょ
り
で
何
と
か
た
ど
り
着

い
た
。

　
藤
原
純
友
は
10
世
紀
、
京
よ

り
海
賊
退
治
に
派
遣
さ
れ
た
が
、

彼
ら
の
頭
領
と
な
り
大
宰
府
を
襲

う
な
ど
暴
れ
ま
く
っ
た
。
そ
の
痛

快
な
人
柄
に
憧
れ
た
の
が
宇
和
島

市
吉
田
町
出
身
の
海
運
王
山
下
亀

三
郎
（
１
８
６
７
～
１
９
４
４
）。

彼
が
京
に
向
け
て
藤
原
純
友
の
碑

を
建
立
し
て
い
る
。
清
掃
の
後
、

公
民
館
で
筆
者
が
藤
原
純
友
に
つ

い
て
「
彼
は
瀬
戸
内
の
制
海
権
と

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
貿
易
を
目
論
ん

で
い
た
の
で
な
い
か
」
と
講
演
し

た
。
そ
の
後
、
近
く
の
戸
島
へ
移

動
し
、
掴
み
取
り
し
た
タ
コ
な
ど

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ビ
ー
ル
を
堪

能
し
た
。

　　
７
月
26
日
、
旧
（
株
）
長
尾

鉄
工
所
社
長
、
会
長
で
長
尾
産
業

社
長
を
務
め
た
長
尾
勝
男
氏(

78
）

が
死
去
し
た
。
筆
者
と
同
年
齢
だ

っ
た
が
、
糖
尿
病
を
患
い
、
長
年

会
え
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
。

　
７
月
中
旬
、
車
庫
の
側
壁
に
ツ

バ
メ
が
巣
を
作
り
10
日
ほ
ど
の

間
に
４
羽
の
雛
を
育
て
て
巣
立
っ

た
。
昨
年
、
車
の
真
上
に
巣
を
作

り
か
け
た
の
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉

め
て
阻
止
し
た
。
今
年
は
側
面
で

糞
が
落
ち
て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い

場
所
を
選
ん
だ
の
だ
が
、
そ
ん
な

知
恵
が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　　　　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

桜
咲
く
バ
チ
カ
ン
報
告

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

藤崎会長を訪問(藤崎電機で)

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

横田ご夫妻が奉献した歌碑

トルコ･バチカンの話(筆者)

近
鉄
特
急
に
喫
煙
室

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

穴
吹
で
四
国
ビ
エ
撒
く

じ

じ
ょ
う
せ
ん

近鉄特急の喫煙室

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

ニ
ホ
ン
フ
ラ
一
部
上
場

宇
和
海
の
日
振
島
再
訪

庭
の
モ
モ
が
色
付
く

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
で
再
会

庭で実ったモモ

イングリッシュローズの2番花

穴吹の五社三門神社への石段

（松島清照氏提供）

出版パーティ予定の林博章先生

藤原純友の碑周辺の清掃

く
だ

ま
つ

藤
崎
電
機
が
竹
発
電

テレビドラマ化された高野誠浄さん

(後列右から２人目)

戸島へ移りバーベキュー

りこうなツバメの子育て

長
尾
勝
男
氏
が
死
去

車
庫
に
ツ
バ
メ
の
巣


